
　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 
・札幌市においては、教科等の目標及び内容を基に学習を構成し、育成を目指す三つの資質・能力をバラ
ンスよく育むことや、将来にわたって資質・能力を活用できるように各教科等の見方・考え方を働かせな
がら学ぶことを基盤としながら、「自ら（自分で、自分たちで）課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解
決する資質・能力」を「学ぶ力」と定義し、札幌市の子供に育みたい共通の資質・能力として学校教育の
中核に位置付けている。 

・「学ぶ力」の育成に向けた取組の柱の一つとして「課題探究的な学習※」を推進。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※自ら疑問や課題をもち、主体的に解決する学習と定義 

　○札幌市における「課題探究的な学習」推進のポイント 
　　①コンセプトは「学びのコントローラーをもっているのは子供自身」 
　　　子供一人一人の主体性を大切にした多様な学びの実現 

　　 ②「見通し、行動、振り返り」のサイクルを重視して単元を構成 
　　　 見通し：子供が課題を自分ごととして捉え、学びの見通しを持てるような単元・題材の導入 
　　   行動：個別探究…子供それぞれが自己選択・自己決定しながら自らの学びを進める 
　　　　      協働探究…子供が他者を求め、対話によって思考を再構築する 
　　   振り返り：子供が自らの成長や学びの進捗を自覚できるようにする
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　指導事例　第３学年「健康と環境」

指導と評価の一体化を図るために、健康と環境（8時間）の 
「指導と評価の計画（簡易単元構造図）」を作成。



　指導事例　第３学年「健康と環境」



　指導事例　第３学年「健康と環境」



各自が異なるテーマについて調べ、まとめる　→  グループ内で共有

　指導事例　第３学年「健康と環境」
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　指導事例　第３学年「健康と環境」



○成果 
・指導と評価の一体化に向けた「指導と評価の計画」の理解が徐々に進んできた。 
　①１単位時間だけではなく、単元や題材など内容や時間のまとまりの中で３つの
資質・能力をバランスよく育む学習をデザインすること 

　②子供の知的好奇心等が膨らむような単元の導入や、子供が自らの成長や学びの
進捗を自覚できるようにする振り返りの方法を工夫すること 

　③個人生活における健康・安全に関する内容について「より科学的に」理解する
ことを促す資料を活用することなどについては教師の意識が向上してきた。 

△課題 
・学びの深まりの鍵となる「保健の見方・考え方」を働かせながら、健康について
の自他の課題を発見し、その合理的な解決のための活動の充実を図ることについ
ては道半ば。 
　①見方・考え方における「健康や安全に関する原則や概念」に関する教師の理解　
に課題。（解説における「原則」や「概念」の読み取りが難しい） 

　②学んだ知識を活用して思考・判断・表現する学習の充実が必要。 
　　→習得した知識を個人生活と関連付けて、子供が健康についての課題を自ら発　

見し、課題解決に取り組み、健康を保持増進する方法を選択するといった学
習過程と指導方法のさらなる工夫が必要。　

　授業改善の取組における成果と課題



○成果 
・保健・安全教育の充実に向けて人的・物的資源の活用が図られている。 
　保健体育科（保健分野）と特別活動（学級活動、学校行事）、特別の教科　道徳 
　などとの関連を図った指導において札幌市が展開する事業を活用することが可能。 
　　例　①がん教育 
　　　　　がん経験者の講師派遣事業（保健福祉局） 
　　　　②性に関する指導 
　　　　　産婦人科医師、助産師、保健師の講師派遣事業（教育委員会、保健福祉局） 
　　　　③薬物乱用の防止に係る指導 
　　　　　非行防止教室などの講師派遣事業（警察等） 
　　　　④心肺蘇生法等の応急手当てに関する技能の指導 
　　　　　蘇生訓練人形やAEDトレーナー等の貸出事業（消防局） 
　　　　⑤防災教育 
　　　　　デジタル教材の作成・配布（危機管理局） 

△課題 
・教科横断的視点に立った各教科等の関連を図った指導 
　保健分野で学んだことを体育分野や各教科等の学習と結びつけて理解を深める計画
的、効果的な指導に工夫が必要。 
・学習評価の充実 
　子供の資質・能力の育成につなげる、教師の指導の改善に生かす意識の向上。 

　カリキュラムマネジメントの視点からの成果と課題




